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早
春
の
候
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
県
勢
三
選
手
が
メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る
な
ど
（
柔
道
女
子

７０
キ
ロ
級
金
メ
ダ
ル
・
田
知
本
遥
選
手
、
レ
ス
リ
ン
グ
女
子
４８
キ
ロ
級
金
メ

ダ
ル
・
登
坂
絵
莉
選
手
、
ボ
ッ
チ
ャ
混
合
団
体
銀
メ
ダ
ル
・
藤
井
友
里
子
選

手
）
、
大
活
躍
し
、
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
へ
の
大
き
な
弾
み
と
な
っ
た
こ
と
は
喜
ば
し
い
限
り
で
す
。

県
議
会
で
は
自
民
党
会
派
に
て
、
「
県
産
材
利
用
促
進
条
例
」
と
「
犯
罪

被
害
者
等
支
援
条
例
」
の
２
本
の
議
員
提
案
条
例
案
を
取
り
ま
と
め
、
２
本

と
も
全
会
派
一
致
で
可
決
成
立
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
「
犯
罪
被

害
者
等
支
援
条
例
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
議
会
で
の
個
人
質
問
を
経
て
、
会

派
に
て
条
例
案
の
提
出
課
題
と
し
て
承
認
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
は
事
務
局
長

と
し
て
条
例
案
と
条
例
案
に
付
随
す
る
政
策
を
取
り
ま
と
め
る
と
い
う
、
３

年
越
し
の
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

酉
年
の
本
年
、
富
山
県
が
一
層
飛
躍
す
る
年
に
な
る
よ
う
力
を
尽
く
し
て

い
く
所
存
で
す
。
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Ｑ．
今
後
の
犯
罪
被
害
者
等
の
支
援
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ．

「
と
や
ま
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
人
的
、
財
政
的
基
盤
の
強
化
を
図
る
た

め
、
国
の
補
助
制
度
の
活
用
に
つ
い
て
、
県
警
と
国
と
で
協
議
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
公
共
職
業
安
定
所
や
検
察
庁
、
裁
判
所
等
々
の
国
の
機
関
、
警
察
本
部
、

市
町
村
、
県
の
相
談
機
関
等
で
構
成
す
る
連
携
会
議
を
開
催
し
、
条
例
制
定
の
趣

旨
や
、
県
や
関
係
機
関
が
相
互
の
連
絡
を
図
る
協
議
会
を
早
速
設
置
す
べ
く
協
議

検
討
を
進
め
る
。

犯
罪
被
害
者
等
支
援
に
つ
い
て

Ｑ．
富
山
県
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー
（
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
）
で
の
支

援
の
現
状
や
相
談
件
数
、
一
時
保
護
者
数
の
推
移
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ．

現
在
、
Ｄ
Ｖ
電
話
相
談
や
来
所
相
談
、
精
神
科
医
に
よ
る
医
療
相
談
、
弁
護
士

に
よ
る
法
律
相
談
を
実
施
し
て
い
る
。
緊
急
度
が
高
い
場
合
は
、
一
時
保
護
し
、

専
門
の
職
員
が
個
々
の
ケ
ー
ス
に
応
じ
て
精
神
的
ケ
ア
や
生
活
指
導
を
行
う
。
こ

の
ほ
か
裁
判
所
へ
の
保
護
命
令
の
申
し
立
て
や
就
労
支
援
、
退
所
後
の
自
立
支
援

に
も
努
め
て
い
る
。

Ｄ
Ｖ
の
相
談
件
数
は
、
平
成
２７
年
度
は
２
９
７
１
件
と
前
年
度
に
比
べ
２
３
９

件
増
加
し
、
１０
年
前
に
比
べ
約
２
倍
。
多
い
年
に
は
４
０
０
０
件
を
超
え
る
。

ま
た
一
時
保
護
者
数
は
、
平
成
２７
年
度
は
３４
人
で
、
こ
こ
１０
年
は
ほ
ぼ
横
ば
い

で
推
移
し
て
い
る
。

Ｄ
Ｖ
の
概
念
は
、
恋
人
等
か
ら
の
暴
力
も
含
み
、
身
体
的
な
暴
力
を
は
じ
め
、

大
声
で
怒
鳴
る
、
無
視
す
る
、
電
話
等
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
等
の
精
神
的
な
暴
力
、

ま
た
生
活
費
を
渡
さ
な
い
と
い
っ
た
経
済
的
な
暴
力
も
含
ま
れ
る
。

Ｐ
I
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山
本
生
活
環
境
文
化
部
長

Ｑ．
県
内
２
カ
所
の
児
童
相
談
所
に
お
け
る
支
援
の
現
状
や
相
談
件
数
、
一
時
保

護
者
数
等
の
推
移
、
ま
た
被
害
の
内
容
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ．

児
童
虐
待
の
通
告
が
あ
っ
た
場
合
、
家
庭
訪
問
な
ど
の
迅
速
な
初
期
対
応
を
行

っ
て
い
る
。
次
に
、
一
時
保
護
、
児
童
の
心
の
ケ
ア
や
家
庭
環
境
等
の
調
査
、
親

子
分
離
が
必
要
な
場
合
の
入
所
等
の
措
置
決
定
や
保
護
者
等
に
対
す
る
指
導
助
言

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

相
談
件
数
は
、
平
成
２７
年
度
は
前
年
度
比
で
約
１６
％
増
の
３
５
８
件
で
過
去
最

多
。
一
時
保
護
は
、
平
成
２７
年
度
は
３
４
件
と
な
っ
て
い
る
。

心
理
的
虐
待
が
最
も
多
く
１
３
５
件
。
ネ
グ
レ
ク
ト
が
１
２
０
件
。
身
体
に
危

害
を
及
ぼ
す
身
体
的
虐
待
が
９７
件
。
子
供
へ
の
性
的
虐
待
が
６
件
と
な
っ
て
い
る
。

平
成
27
年
7
月
1
日
か
ら
全
国
共
通
の
3
桁
ダ
イ
ヤ
ル
1
8
9
（
い
ち
は
や
く
）

が
整
備
さ
れ
、
最
寄
り
の
児
童
相
談
所
に
繋
が
り
、
匿
名
で
も
利
用
で
き
る
。
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蔵
堀
厚
生
部
長

Ａ．

各
道
路
管
理
者
と
情
報
共
有
を
図
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
国
、
県
、
市
町
村
の
各

道
路
管
理
者
や
交
通
管
理
者
が
連
携
し
、
よ
り
効
果
的
な
対
策
が
可
能
に
な
る
。

県
で
は
、
橋
梁
や
下
水
道
な
ど
の
施
設
台
帳
の
管
理
、
あ
る
い
は
土
砂
災
害
警

戒
区
域
等
の
指
定
等
、
デ
ー
タ
の
蓄
積
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

加
藤
土
木
部
長

Ｑ．
県
警
の
Ｇ
Ｉ
Ｓ
に
、
公
共
工
事
等
の
情
報
を
重
ね
る
こ
と
で
、
部
署
を
ま
た

い
で
情
報
共
有
が
可
能
と
な
る
。
土
木
部
に
お
い
て
も
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
活
用
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
が
、
所
見
を
問
う
。

Ｑ．
公
益
財
団
法
人
交
通
事
故
総
合
分
析
セ
ン
タ
ー
（
通
称
イ
タ
ル
ダ
）
へ
の
情

報
提
供
や
地
図
情
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｇ
Ｉ
Ｓ
）
の
導
入
に
つ
い
て
、
所
見
を
問

う
。

イ
タ
ル
ダ
に
情
報
提
供
を
す
る
と
、
各

種
事
故
デ
ー
タ
を
座
標
で
表
示
で
き
る
よ

う
に
な
る
。
44
都
道
府
県
で
既
に
実
施
済
み
。

イ
タ
ル
ダ
へ
の
情
報
提
供
に
よ
り
、
よ

り
詳
し
く
分
析
が
可
能
な
地
図
情
報
シ
ス

テ
ム
（
Ｇ
Ｉ
Ｓ
）
の
導
入
が
可
能
に
な
る
。

Ｇ
Ｉ
Ｓ
で
は
、
住
宅
地
図
、
人
口
情
報
等
、

重
層
的
に
画
面
表
示
で
き
る
。
Ｇ
Ｉ
Ｓ
は

平
成
27
年
度
末
ま
で
に
36
都
道
府
県
で
導

入
済
み
。
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Ａ．

平
成
２９
年
１
月
１
日
以
降
に
発
生
し
た
交
通
事
故
の
情
報
に
つ
い
て
は
イ
タ
ル

ダ
に
提
供
で
き
る
。

Ｇ
Ｉ
Ｓ
は
警
察
庁
か
ら
も
そ
の
活
用
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
た
め
、
早
期
に
導
入

し
て
地
域
の
実
情
に
即
し
た
各
種
交
通
事
故
抑
止
対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

白
井
警
察
本
部
長

Ｑ．
県
で
設
置
す
る
予
定
の
性
犯
罪
、
性
暴
力
被
害
者
の
た
め
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

支
援
セ
ン
タ
ー
（
以
下
支
援
セ
ン
タ
ー
）
の
機
能
と
設
置
時
期
の
見
通
し
に

つ
い
て
問
う
。

内
閣
府
は
、
行
政
が
関
与
す
る
支
援
セ
ン
タ
ー
を
平
成
32
年
ま
で
に
各
都
道
府

県
に
1
カ
所
以
上
設
置
す
る
よ
う
通
達
し
て
い
る
。
平
成
28
年
8
月
末
現
在
、
33

都
道
府
県
に
設
置
済
み
。

Ｐ
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Ａ．

性
犯
罪
、
性
暴
力
被
害
者
へ
の
支
援
は
、
産

婦
人
科
医
療
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
等
の
心
理
的

支
援
、
捜
査
関
連
の
支
援
等
、
多
岐
に
渡
る
。

支
援
セ
ン
タ
ー
が
被
害
者
の
安
全
を
確
保
し
、

寄
り
添
い
な
が
ら
、
自
宅
訪
問
や
病
院
、
検
察

庁
、
警
察
署
へ
の
付
き
添
い
等
、
被
害
者
の
た

め
に
必
要
な
支
援
が
き
め
細
か
く
提
供
で
き
る

よ
う
に
検
討
す
る
。

石
井
知
事

Ａ．

人
材
養
成
を
平
成
２９
年
度
行
い
、
平
成
３０
年
度
の
設
置
を
目
指
す
。

再
質
問
の
後

Ｑ．
犯
罪
被
害
者
等
へ
の
支
援
は
、
安
全
・
安
心
で
住
み
よ
い
社
会
全
体
を
支
え

る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
が
、
所
見
を
問
う
。

Ａ．

犯
罪
被
害
者
等
が
再
び
平
穏
な
生
活
を
一
日
も
早
く
営
む
よ
う
に
な
る
こ
と
は
、

若
い
人
や
女
性
を
含
め
て
県
民
の
皆
さ
ん
の
活
躍
に
も
つ
な
が
る
。

県
は
、
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
国
や
市
町
村
、
関
係
機

関
、
民
間
支
援
団
体
等
と
連
携
を
図
り
、
犯
罪
被
害
者
等
の
支
援
に
努
力
し
た
い
。

平
成
28
年
4
月
、
国
の
第
3
次
犯
罪
被
害
者
等
基
本
計

画
に
お
い
て
、
性
犯
罪
や
児
童
虐
待
等
の
被
害
者
等
の
ニ

ー
ズ
を
把
握
し
、
適
切
に
支
援
を
行
う
旨
が
明
記
さ
れ
て

い
る
。

Ｐ
I
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K 
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平
成
28
年
11
月
定
例
会

（
12
月
７
日
質
問
　
抜
粋
）

石
井
知
事

石
井
知
事

Ｑ．
条
例
案
に
盛
り
込
ん
だ
協
議
会
は
官
民
合
同
で
設
置
し
、
現
場
の
意
見
が
臨

機
応
変
に
反
映
で
き
る
形
の
運
営
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
が
、
所
見
を
問
う
。

Ａ．

自
民
党
か
ら
は
、
関
係
機
関
の
代
表
者
に
よ
る
代
表
者
会
議
、
実
務
担
当
職
員

に
よ
る
実
務
者
会
議
、
ま
た
具
体
的
な
支
援
内
容
を
協
議
す
る
検
討
会
議
と
、
複

層
的
な
体
制
の
整
備
を
要
望
い
た
だ
い
て
い
る
。

県
は
、
既
に
設
置
し
て
い
る
実
務
的
な
連
携
会
議
や
事
例
検
討
会
を
条
例
設
置

の
協
議
会
に
格
上
げ
す
る
こ
と
や
、
市
町
村
や
関
係
機
関
と
も
十
分
相
談
し
な
が

ら
対
応
し
て
い
く
。

石
井
知
事
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Ｑ．
今
後
の
犯
罪
被
害
者
等
の
支
援
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ．

「
と
や
ま
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
人
的
、
財
政
的
基
盤
の
強
化
を
図
る
た

め
、
国
の
補
助
制
度
の
活
用
に
つ
い
て
、
県
警
と
国
と
で
協
議
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
公
共
職
業
安
定
所
や
検
察
庁
、
裁
判
所
等
々
の
国
の
機
関
、
警
察
本
部
、

市
町
村
、
県
の
相
談
機
関
等
で
構
成
す
る
連
携
会
議
を
開
催
し
、
条
例
制
定
の
趣

旨
や
、
県
や
関
係
機
関
が
相
互
の
連
絡
を
図
る
協
議
会
を
早
速
設
置
す
べ
く
協
議

検
討
を
進
め
る
。

犯
罪
被
害
者
等
支
援
に
つ
い
て

Ｑ．
富
山
県
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー
（
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
）
で
の
支

援
の
現
状
や
相
談
件
数
、
一
時
保
護
者
数
の
推
移
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ．

現
在
、
Ｄ
Ｖ
電
話
相
談
や
来
所
相
談
、
精
神
科
医
に
よ
る
医
療
相
談
、
弁
護
士

に
よ
る
法
律
相
談
を
実
施
し
て
い
る
。
緊
急
度
が
高
い
場
合
は
、
一
時
保
護
し
、

専
門
の
職
員
が
個
々
の
ケ
ー
ス
に
応
じ
て
精
神
的
ケ
ア
や
生
活
指
導
を
行
う
。
こ

の
ほ
か
裁
判
所
へ
の
保
護
命
令
の
申
し
立
て
や
就
労
支
援
、
退
所
後
の
自
立
支
援

に
も
努
め
て
い
る
。

Ｄ
Ｖ
の
相
談
件
数
は
、
平
成
２７
年
度
は
２
９
７
１
件
と
前
年
度
に
比
べ
２
３
９

件
増
加
し
、
１０
年
前
に
比
べ
約
２
倍
。
多
い
年
に
は
４
０
０
０
件
を
超
え
る
。

ま
た
一
時
保
護
者
数
は
、
平
成
２７
年
度
は
３４
人
で
、
こ
こ
１０
年
は
ほ
ぼ
横
ば
い

で
推
移
し
て
い
る
。

Ｄ
Ｖ
の
概
念
は
、
恋
人
等
か
ら
の
暴
力
も
含
み
、
身
体
的
な
暴
力
を
は
じ
め
、

大
声
で
怒
鳴
る
、
無
視
す
る
、
電
話
等
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
等
の
精
神
的
な
暴
力
、

ま
た
生
活
費
を
渡
さ
な
い
と
い
っ
た
経
済
的
な
暴
力
も
含
ま
れ
る
。

Ｐ
I
C
K 
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山
本
生
活
環
境
文
化
部
長

Ｑ．
県
内
２
カ
所
の
児
童
相
談
所
に
お
け
る
支
援
の
現
状
や
相
談
件
数
、
一
時
保

護
者
数
等
の
推
移
、
ま
た
被
害
の
内
容
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ．

児
童
虐
待
の
通
告
が
あ
っ
た
場
合
、
家
庭
訪
問
な
ど
の
迅
速
な
初
期
対
応
を
行

っ
て
い
る
。
次
に
、
一
時
保
護
、
児
童
の
心
の
ケ
ア
や
家
庭
環
境
等
の
調
査
、
親

子
分
離
が
必
要
な
場
合
の
入
所
等
の
措
置
決
定
や
保
護
者
等
に
対
す
る
指
導
助
言

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

相
談
件
数
は
、
平
成
２７
年
度
は
前
年
度
比
で
約
１６
％
増
の
３
５
８
件
で
過
去
最

多
。
一
時
保
護
は
、
平
成
２７
年
度
は
３
４
件
と
な
っ
て
い
る
。

心
理
的
虐
待
が
最
も
多
く
１
３
５
件
。
ネ
グ
レ
ク
ト
が
１
２
０
件
。
身
体
に
危

害
を
及
ぼ
す
身
体
的
虐
待
が
９７
件
。
子
供
へ
の
性
的
虐
待
が
６
件
と
な
っ
て
い
る
。

平
成
27
年
7
月
1
日
か
ら
全
国
共
通
の
3
桁
ダ
イ
ヤ
ル
1
8
9
（
い
ち
は
や
く
）

が
整
備
さ
れ
、
最
寄
り
の
児
童
相
談
所
に
繋
が
り
、
匿
名
で
も
利
用
で
き
る
。

Ｐ
I
C
K 
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蔵
堀
厚
生
部
長

Ａ．

各
道
路
管
理
者
と
情
報
共
有
を
図
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
国
、
県
、
市
町
村
の
各

道
路
管
理
者
や
交
通
管
理
者
が
連
携
し
、
よ
り
効
果
的
な
対
策
が
可
能
に
な
る
。

県
で
は
、
橋
梁
や
下
水
道
な
ど
の
施
設
台
帳
の
管
理
、
あ
る
い
は
土
砂
災
害
警

戒
区
域
等
の
指
定
等
、
デ
ー
タ
の
蓄
積
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

加
藤
土
木
部
長

Ｑ．
県
警
の
Ｇ
Ｉ
Ｓ
に
、
公
共
工
事
等
の
情
報
を
重
ね
る
こ
と
で
、
部
署
を
ま
た

い
で
情
報
共
有
が
可
能
と
な
る
。
土
木
部
に
お
い
て
も
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
活
用
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
が
、
所
見
を
問
う
。

Ｑ．
公
益
財
団
法
人
交
通
事
故
総
合
分
析
セ
ン
タ
ー
（
通
称
イ
タ
ル
ダ
）
へ
の
情

報
提
供
や
地
図
情
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｇ
Ｉ
Ｓ
）
の
導
入
に
つ
い
て
、
所
見
を
問

う
。

イ
タ
ル
ダ
に
情
報
提
供
を
す
る
と
、
各

種
事
故
デ
ー
タ
を
座
標
で
表
示
で
き
る
よ

う
に
な
る
。
44
都
道
府
県
で
既
に
実
施
済
み
。

イ
タ
ル
ダ
へ
の
情
報
提
供
に
よ
り
、
よ

り
詳
し
く
分
析
が
可
能
な
地
図
情
報
シ
ス

テ
ム
（
Ｇ
Ｉ
Ｓ
）
の
導
入
が
可
能
に
な
る
。

Ｇ
Ｉ
Ｓ
で
は
、
住
宅
地
図
、
人
口
情
報
等
、

重
層
的
に
画
面
表
示
で
き
る
。
Ｇ
Ｉ
Ｓ
は

平
成
27
年
度
末
ま
で
に
36
都
道
府
県
で
導

入
済
み
。
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Ａ．

平
成
２９
年
１
月
１
日
以
降
に
発
生
し
た
交
通
事
故
の
情
報
に
つ
い
て
は
イ
タ
ル

ダ
に
提
供
で
き
る
。

Ｇ
Ｉ
Ｓ
は
警
察
庁
か
ら
も
そ
の
活
用
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
た
め
、
早
期
に
導
入

し
て
地
域
の
実
情
に
即
し
た
各
種
交
通
事
故
抑
止
対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

白
井
警
察
本
部
長

Ｑ．
県
で
設
置
す
る
予
定
の
性
犯
罪
、
性
暴
力
被
害
者
の
た
め
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

支
援
セ
ン
タ
ー
（
以
下
支
援
セ
ン
タ
ー
）
の
機
能
と
設
置
時
期
の
見
通
し
に

つ
い
て
問
う
。

内
閣
府
は
、
行
政
が
関
与
す
る
支
援
セ
ン
タ
ー
を
平
成
32
年
ま
で
に
各
都
道
府

県
に
1
カ
所
以
上
設
置
す
る
よ
う
通
達
し
て
い
る
。
平
成
28
年
8
月
末
現
在
、
33

都
道
府
県
に
設
置
済
み
。
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Ａ．

性
犯
罪
、
性
暴
力
被
害
者
へ
の
支
援
は
、
産

婦
人
科
医
療
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
等
の
心
理
的

支
援
、
捜
査
関
連
の
支
援
等
、
多
岐
に
渡
る
。

支
援
セ
ン
タ
ー
が
被
害
者
の
安
全
を
確
保
し
、

寄
り
添
い
な
が
ら
、
自
宅
訪
問
や
病
院
、
検
察

庁
、
警
察
署
へ
の
付
き
添
い
等
、
被
害
者
の
た

め
に
必
要
な
支
援
が
き
め
細
か
く
提
供
で
き
る

よ
う
に
検
討
す
る
。

石
井
知
事

Ａ．

人
材
養
成
を
平
成
２９
年
度
行
い
、
平
成
３０
年
度
の
設
置
を
目
指
す
。

再
質
問
の
後

Ｑ．
犯
罪
被
害
者
等
へ
の
支
援
は
、
安
全
・
安
心
で
住
み
よ
い
社
会
全
体
を
支
え

る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
が
、
所
見
を
問
う
。

Ａ．

犯
罪
被
害
者
等
が
再
び
平
穏
な
生
活
を
一
日
も
早
く
営
む
よ
う
に
な
る
こ
と
は
、

若
い
人
や
女
性
を
含
め
て
県
民
の
皆
さ
ん
の
活
躍
に
も
つ
な
が
る
。

県
は
、
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
国
や
市
町
村
、
関
係
機

関
、
民
間
支
援
団
体
等
と
連
携
を
図
り
、
犯
罪
被
害
者
等
の
支
援
に
努
力
し
た
い
。

平
成
28
年
4
月
、
国
の
第
3
次
犯
罪
被
害
者
等
基
本
計

画
に
お
い
て
、
性
犯
罪
や
児
童
虐
待
等
の
被
害
者
等
の
ニ

ー
ズ
を
把
握
し
、
適
切
に
支
援
を
行
う
旨
が
明
記
さ
れ
て

い
る
。

Ｐ
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平
成
28
年
11
月
定
例
会

（
12
月
７
日
質
問
　
抜
粋
）

石
井
知
事

石
井
知
事

Ｑ．
条
例
案
に
盛
り
込
ん
だ
協
議
会
は
官
民
合
同
で
設
置
し
、
現
場
の
意
見
が
臨

機
応
変
に
反
映
で
き
る
形
の
運
営
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
が
、
所
見
を
問
う
。

Ａ．

自
民
党
か
ら
は
、
関
係
機
関
の
代
表
者
に
よ
る
代
表
者
会
議
、
実
務
担
当
職
員

に
よ
る
実
務
者
会
議
、
ま
た
具
体
的
な
支
援
内
容
を
協
議
す
る
検
討
会
議
と
、
複

層
的
な
体
制
の
整
備
を
要
望
い
た
だ
い
て
い
る
。

県
は
、
既
に
設
置
し
て
い
る
実
務
的
な
連
携
会
議
や
事
例
検
討
会
を
条
例
設
置

の
協
議
会
に
格
上
げ
す
る
こ
と
や
、
市
町
村
や
関
係
機
関
と
も
十
分
相
談
し
な
が

ら
対
応
し
て
い
く
。

石
井
知
事
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早
春
の
候
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
県
勢
三
選
手
が
メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る
な
ど
（
柔
道
女
子

７０
キ
ロ
級
金
メ
ダ
ル
・
田
知
本
遥
選
手
、
レ
ス
リ
ン
グ
女
子
４８
キ
ロ
級
金
メ

ダ
ル
・
登
坂
絵
莉
選
手
、
ボ
ッ
チ
ャ
混
合
団
体
銀
メ
ダ
ル
・
藤
井
友
里
子
選

手
）
、
大
活
躍
し
、
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
へ
の
大
き
な
弾
み
と
な
っ
た
こ
と
は
喜
ば
し
い
限
り
で
す
。

県
議
会
で
は
自
民
党
会
派
に
て
、
「
県
産
材
利
用
促
進
条
例
」
と
「
犯
罪

被
害
者
等
支
援
条
例
」
の
２
本
の
議
員
提
案
条
例
案
を
取
り
ま
と
め
、
２
本

と
も
全
会
派
一
致
で
可
決
成
立
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
「
犯
罪
被

害
者
等
支
援
条
例
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
議
会
で
の
個
人
質
問
を
経
て
、
会

派
に
て
条
例
案
の
提
出
課
題
と
し
て
承
認
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
は
事
務
局
長

と
し
て
条
例
案
と
条
例
案
に
付
随
す
る
政
策
を
取
り
ま
と
め
る
と
い
う
、
３

年
越
し
の
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
７
月
の
参
議
院
議
員
選
挙
を
皮
切
り
に
、
県
知
事
選
挙
、
県
議
会

議
員
富
山
市
第
一
選
挙
区
補
欠
選
挙
、
富
山
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
と
立
て

続
け
の
選
挙
戦
と
な
り
、
皆
様
に
は
多
大
な
お
力
添
え
を
賜
り
ま
し
た
。
こ

の
場
を
お
借
り
し
て
、
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

酉
年
の
本
年
、
富
山
県
が
一
層
飛
躍
す
る
年
に
な
る
よ
う
力
を
尽
く
し
て

い
く
所
存
で
す
。

連 絡 先

076（431）5244 ＦＡＸ076（441）8421

友達リクエストの際にはメッセージを一緒に送って頂くようお願いします。
本人アカウント　奥野詠子（@Eiko_Okuno）　後援会アカウント　奥野詠子県議　後援会　詠桜会（@eiokai）

Facebook
ホームページ http://www.okunoeiko.jp/

Twitter

議
会
で
の
質
問
に
つ
い
て
一
言
。

富
山
県
議
会
で
は
、
本
会
議
、
予
算
特
別
委
員
会
問
わ
ず
、
通

告
制
度
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
事
前
に
質
問
項
目
を

通
告
す
る
こ
と
で
、
当
局
側
に
趣
旨
を
正
し
く
理
解
し
て
も
ら

い
、
質
問
と
答
弁
の
食
い
違
い
を
防
ぐ
目
的
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
通
告
制
度
に
つ
い
て
は
、
東
京
都
議
会
を
巡
る
報
道
の
中

で
誤
っ
た
解
釈
で
伝
え
ら
れ
て
い
た
点
が
あ
り
ま
し
た
。
東
京
都

議
会
の
報
道
で
は
「
質
問
通
告
」
の
こ
と
を
、
事
前
の
「
答
弁
調

整
」
と
も
表
現
し
て
い
ま
し
た
。
私
た
ち
議
員
は
、
日
頃
の
活
動

や
当
局
と
の
や
り
取
り
を
通
し
て
、
答
弁
を
推
測
し
て
い
る
こ
と

は
あ
り
ま
す
が
、
議
会
質
問
前
に
当
局
側
と
質
問
と
答
弁
を
す
り

合
わ
せ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
政
策
を
提
案
し
、
実
現
に
向
け

て
活
動
す
る
中
で
、
中
間
審
査
や
集
大
成
と
し
て
議
会
で
質
問

し
、
そ
の
時
点
で
の
知
事
や
部
局
長
の
考
え
を
正
式
な
回
答
と
し

て
表
明
し
て
も
ら
う
の
が
答
弁
で
す
。

今
回
の
県
政
報
告
に
あ
る
１１
月
議
会
の
予
算
特
別
委
員
会
で
は
、

性
犯
罪
・
性
暴
力
被
害
者
の
た
め
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ

ー
の
開
設
時
期
に
つ
い
て
、
知
事
に
再
質
問
し
ま
し
た
。
知
事
の

明
確
な
意
思
表
示
が
な
い
と
、
実
務
者
間
で
準
備
を
進
め
る
上
で

計
画
が
立
て
づ
ら
く
、
今
後
支
障
が
出
る
こ
と
を
危
惧
し
た
か
ら

で
す
。
県
の
施
策
を
進
め
る
た
め
に
は
、
正
式
な
場
で
の
知
事
の

表
明
が
何
よ
り
重
要
で
す
の
で
、
知
事
が
は
っ
き
り
と
表
明
す
る

ま
で
粘
る
つ
も
り
で
い
ま
し
た
。
こ
の
質
問
の
様
子
を
新
聞
記
事

に
取
り
上
げ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
同
封
し
ま
す
の
で
、
そ
ち

ら
も
ご
覧
い
た
だ
き
、
ご
理
解
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

ぜひご覧ください。

平成��年２月発行

発行：自由民主党
富山県議会議員会

Ｖｏｌ.18

htpp://www.pref.toyama.jp/sections/0100/

��月定例会予算特別委員会の詳しい様子は、富山県
議会のホームページでご覧いただけます。

ケーブルテレビ、インターネットで視聴いただけます。

２月議会では、３月７日（火）10：00～
一般質問いたします。

森
づ
く
り
と

県
産
材
の
利
用
促
進
に
つ
い
て

Ｑ．
公
共
施
設
の
ボ
イ
ラ
ー
の
更
新
時
の
ペ
レ
ッ

ト
ボ
イ
ラ
ー
の
導
入
検
討
や
、
民
間
の
ペ
レ

ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
等
の
導
入
支
援
や
木
質
ペ
レ

ッ
ト
購
入
時
の
補
助
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
、

所
見
を
問
う
。

県
内
の
ペ
レ
ッ
ト
工
場
で
は
、
需
要
が
伸
び

ず
稼
働
率
が
上
が
っ
て
い
な
い
。
ペ
レ
ッ
ト
ボ

イ
ラ
ー
等
に
更
新
す
る
こ
と
で
、
安
定
的
な
需

要
の
確
保
に
よ
り
間
伐
材
の
利
用
が
促
進
さ
れ
、

森
林
整
備
の
推
進
が
期
待
で
き
る
。

民
間
の
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
等
の
導
入
に
は
、

富
山
市
や
上
市
町
、
立
山
町
を
は
じ
め
６
つ
の

市
や
町
で
の
み
補
助
制
度
が
設
け
ら
れ
、
県
の

補
助
制
度
は
な
い
。
ま
た
、
ペ
レ
ッ
ト
購
入
時

の
補
助
制
度
も
本
県
に
は
な
い
。
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Ａ．

今
後
、
県
産
材
利
用
促
進
条
例
の
趣
旨
も
踏

ま
え
、
普
及
に
向
け
た
方
策
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
、
公
共
施
設
等
へ
の
導
入
支
援
を
継
続
し
、

民
間
へ
の
普
及
が
進
む
よ
う
積
極
的
に
取
り
組

む
。

伍
嶋
農
林
水
産
部
長


